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紙面紹介

　

貴
商
工
会
議
所
及
び
会

員
の
皆
様
方
に
は
、
常
日

頃
か
ら
、
本
県
商
工
業
の

振
興
、
地
域
経
済
の
活
性

化
に
多
大
な
ご
尽
力
を
賜

り
、
厚
く
お
礼
を
申
し
上

げ
ま
す
。

　

コ
ロ
ナ
禍
で
は
、
地
域

の
消
費
喚
起
の
た
め
の
プ
レ

ミ
ア
ム
付
商
品
券
発
行
や

物
価
高
騰
対
策
な
ど
、
地

域
経
済
の
維
持
・
活
性
化

の
面
で
地
域
を
支
え
て
い

　

中
津
商
工

会
議
所
は
４
月

７
日
、
中
津
市

内
の
事
業
所
に

今
春
就
職
し

た
新
入
社
員

を
対
象
に
、
今

年
で
７
回
目
と

な
る
新
入
社
員
研
修
会
・

激
励
会
を
開
催
。
新
入
社

員
39
名
が
参
加
し
た
。

　

研
修
会
は
２
部
構
成
で

開
催
。
第
１
部
で
は
、
前
・

東
九
州
龍
谷
高
等
学
校
学

校
長　

安
部
恭
一
氏
（
現
・

学
校
法
人
扇
城
学
園
評
議

員
）
を
講

師
と
し
て

迎
え
、
社

会
人
と
し

て
、
地
場

の
中
小
企

業
で
働
く

意
義
や
す

ば
ら
し
さ

を
テ
ー
マ

に
「
百
の

花
を
咲
か
す
〜
〝
点
滴
穿

石
（
て
ん
て
き
せ
ん
せ
き
）〞

〈
泰
山
の
霤
（
り
ゅ
う
）
は

石
を
も
穿
つ
（
枚
乗
）〉
〜
」

と
題
し
て
講
演
し
た
。
講

演
の
中
で
安
部
氏
は
「
点

滴
穿
石
と
は
、
た
と
え
小

さ
な
水
滴
で
も
長
い
年
月

を
経
る
と
硬
い
石
に
も
穴

を
あ
け
ら
れ
る
、
つ
ま
り

小
さ
な
努
力
の
積
み
重
ね

に
よ
っ
て
、
大
き
な
事
業
が

達
成
さ
れ
る
と
い
う
こ
と

を
意
味
し
ま
す
。
自
分
ら

し
く
信
じ
る
道
を
邁
進
し

て
く
だ
さ
い
」
と
新
入
社

員
に
エ
ー
ル
を
送
っ
た
。

　

続
く
第
２
部
で
は
、
新

入
社
員
ビ
ジ
ネ
ス
マ
ナ
ー

研
修
を
開
催
。Ｉ
＆
Ａ
ｃ
ｔ

代
表
・
本
山
和
子
氏
（
著

書
に
「
聴
き
上
手
は
コ
ミ
ュ

ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
上
手
」
等
）

を
講
師
と
し
て
迎
え
、
ビ

ジ
ネ
ス
の
場
で
の
言
葉
遣
い

や
名
刺
の
受
け
方
・
扱
い

方
等
、
実
践
を
交
え
な
が

ら
の
研
修
を
行
っ
た
。
本

山
氏
は
「
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ

ョ
ン
を
う
ま
く
取
れ
る
か
ど

う
か
で
、
仕
事
の
成
果
に

も
人
間
関
係
に
も
大
き
く

影
響
し
ま
す
。
ビ
ジ
ネ
ス

マ
ナ
ー
は
職
場
生
活
の
質

を
左
右
す
る
と
言
っ
て
も

過
言
で
は
な
い
で
し
ょ
う
」

と
話
し
、
参
加
者
は
熱
心

に
受
講
し
て
い
た
。

　

研
修
会
後
の
激
励
会
で

は
、
主
催
者
を
代
表
し
て

仲　

浩
会
頭
が
「
す
で
に

皆
さ
ん
は
、
各
事
業
所
で

社
会
人
と
し
て
の
生
活
を

ス
タ
ー
ト
し
て
お
り
、
徐
々

に
仕
事
に
も
慣
れ
て
き
た

の
で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。

ま
ず
は
誰
に
で
も
大
き
な

声
で
挨
拶
を
し
、
身
だ
し

な
み
に
気
を
つ
け
て
、
仕

事
を
教
わ
る
と
い
う
緊
張

感
を
持
ち
続
け
て
い
た
だ

き
た
い
と
思
い
ま
す
。」
と

激
励
。
続
け
て
、
来
賓
と

し
て
奥
塚
正
典
中
津
市
長
、

中
西
伸
之
中
津
市
議
会
議

長
、
工
藤
哲
史
大
分
県
北

部
振
興
局
長
が
激
励
し
た
。 　

仲
会
頭
か
ら
の
記
念
品

贈
呈
後
、
新
入
社
員
を
代

表
し
て
、Ｔ-
Ｐ
Ｌ
Ａ
Ｎ
㈱
・

今
川
夏
望
さ
ん
が
登
壇
。

「
自
分
ら
し
さ
を
忘
れ
な
い

志
を
持
っ
て
、
ま
た
、
中

津
市
の
経
済
発
展
の
た
め

に
も
、
私
た
ち
新
入
社
員

は
こ
れ
か
ら
の
業
務
に
精

励
い
た
し
ま
す
」
と
抱
負

を
述
べ
た
。
続
く
懇
親
会

で
は
、
新
入
社
員
同
士
の

交
流
は
も
ち
ろ
ん
、
事
業

所
の
先
輩
と
の
交
流
に
終

始
和
や
か
な
時
間
が
流
れ

た
。

　

参
加
さ
れ
た
方
々
は
次

の
通
り
。

た
だ
き
ま
し
た
。
そ
れ
ら

の
取
組
は
、
一
商
工
団
体
の

枠
を
超
え
、
ま
さ
に
地
域

の
頼
り
に
な
る
中
核
団
体

と
し
て
の
役
割
を
担
っ
て
い

た
だ
い
て
お
り
、
改
め
て

敬
意
を
表
し
ま
す
。

　

本
年
は
、
新
し
い
県
政

ス
タ
ー
ト
の
年
で
す
。
こ
れ

ま
で
の
県
政
を
継
続
・
継

承
し
、
さ
ら
に
大
き
く
発

展
さ
せ
て
ま
い
り
ま
す
。

「
安
心
元
気
・
未
来
創
造
」

を
掲
げ
、
危
機
管
理
の
徹

底
や
災
害
に
強
い
県
土
づ

く
り
、
中
小
企
業
・
小
規

模
事
業
者
の
活
性
化
、
農

林
水
産
業
や
観
光
業
の
振

興
、
こ
れ
ら
の
基
盤
と
も

な
る
多
様
な
広
域
交
通
網

の
形
成
な
ど
を
進
め
ま
す
。

教
育
環
境
の
充
実
や
芸
術

文
化
・
ス
ポ
ー
ツ
の
振
興

な
ど
に
も
、
し
っ
か
り
取

り
組
み
ま
す
。
ま
た
、
子

ど
も
や
高
齢
者
・
障
が
い

者
な
ど
が
安
心
し
て
元
気

に
暮
ら
せ
る
社
会
づ
く
り

の
た
め
、
多
様
性
を
受
け

入
れ
、
支
援
を
必
要
と
す

る
方
々
に
寄
り
添
う
行
政

を
推
進
し
ま
す
。
こ
れ
ら

を
実
現
す
る
た
め
、
市
町

村
や
貴
商
工
会
議
所
を
は

じ
め
と
す
る
各
種
団
体
な

ど
多
様
な
主
体
と
積
極
的

に
協
力
し
、
地
方
創
生
を

さ
ら
に
前
進
さ
せ
て
い
き

ま
す
。

　

現
在
、
エ
ネ
ル
ギ
ー
・

原
材
料
価
格
の
高
騰
が
続

き
、
中
小
企
業
の
負
担
は

大
き
く
な
っ
て
い
ま
す
。
県

と
し
て
も
、
総
額
１
０
０
億

円
を
超
え
る
プ
レ
ミ
ア
ム

付
商
品
券
事
業
第
３
弾
の

実
施
、「
新
し
い
お
お
い
た

旅
割
」
第
２
弾
の
７
月
20

日
ま
で
の
延
長
、
来
春
開

催
予
定
の
福
岡
・
大
分
デ

ス
テ
ィ
ネ
ー
シ
ョ
ン
キ
ャ
ン

ペ
ー
ン
や
、
再
来
年
の
大

阪
・
関
西
万
博
と
連
動
さ

せ
た
観
光
プ
ロ
モ
ー
シ
ョ
ン

の
強
化
等
、
持
ち
直
し
が

続
く
県
内
景
気
を
さ
ら
に

上
向
か
せ
て
ま
い
り
ま
す
。

　

中
長
期
的
に
見
れ
ば
、

時
流
に
あ
わ
せ
た
県
内
中

小
企
業
の
経
営
力
強
化
の

取
組
も
重
要
で
す
。
人
手

不
足
を
補
い
生
産
性
を
高

め
る
Ｄ
Ｘ
や
、
カ
ー
ボ
ン

ニ
ュ
ー
ト
ラ
ル
に
向
け
た
Ｇ

Ｘ
の
推
進
、
地
域
課
題
を

解
決
す
る
先
端
技
術
の
活

用
、
ス
タ
ー
ト
ア
ッ
プ
の

裾
野
拡
大
な
ど
、
県
経
済

の
成
長
に
つ
な
が
る
取
組

を
推
進
し
て
い
き
ま
す
。

　

今
ま
さ
に
、
本
格
的
な

ポ
ス
ト
コ
ロ
ナ
社
会
が
動

き
出
そ
う
と
し
て
い
ま
す
。

こ
の
機
会
を
チ
ャ
ン
ス
と
捉

え
、
新
し
い
経
済
を
創
り

上
げ
て
い
く
に
は
、
そ
れ

ぞ
れ
の
事
業
者
が
先
見
性

を
持
っ
て
チ
ャ
レ
ン
ジ
し
て

い
く
こ
と
が
重
要
で
す
。
そ

の
先
導
役
と
し
て
、
地
域

の
総
合
経
済
団
体
で
あ
る

商
工
会
議
所
に
担
っ
て
い
た

だ
く
役
割
は
ま
す
ま
す
大

き
く
な
っ
て
い
き
ま
す
。
さ

ら
に
リ
ー
ダ
ー
シ
ッ
プ
を

発
揮
い
た
だ
く
こ
と
を
大

い
に
期
待
し
て
い
ま
す
。

　

結
び
に
、
貴
商
工
会
議

所
の
今
後
ま
す
ま
す
の
ご

発
展
と
、
会
員
の
皆
様
方

の
ご
健
勝
、
ご
活
躍
を
祈

念
申
し
上
げ
、
ご
あ
い
さ

つ
と
い
た
し
ま
す
。

　

中
津
市
は
５
月
31
日
、

物
価
が
高
騰
す
る
中
、
市

民
の
生
活
及
び
市
内
事
業

者
を
支
援
し
、
地
域
経
済

の
再
活
性
化
を
図
る
た
め
、

プ
レ
ミ
ア
ム
付
き
商
品
券

（
１
冊
１
万
３
千
円
＝
５
０

０
円
券
26
枚
綴
り
・
プ
レ

ミ
ア
ム
率
30
％
）
の
販
売

を
始
め
た
。
販
売
総
額
６

億
円
（
発
行
総
額
７
億
８

千
万
円
）
を
大
幅
に
上
回

る
応
募
が
あ
っ
た
た
め
、

抽
選
販
売
と
な
り
、
当
選

し
た
人
が
次
々
と
購
入
に

訪
れ
た
。
　

応
募
倍
率

は
、
１
・
４
倍
。

商
品
券
を
取

り
扱
う
市
内
の

店
舗
は
、
飲

食
業
や
小
売
業

の
他
に
も
、
病

院
や
建
設
関
連

業
な
ど
幅
広
い

業
種
が
登
録
し

て
お
り
、
ガ
ソ

リ
ン
や
灯
油
、

Ｌ
Ｐ
ガ
ス
料
金

な
ど
の
支
払
に

も
利
用
で
き

る
。
使
用
期
限

は
、
令
和
５
年
８
月
31
日

ま
で
。

　

販
売
初
日
は
、
中
津
市

プ
レ
ミ
ア
ム
商
品
券
販
売

セ
レ
モ
ニ
ー
を
開
催
し
た
。

中
津
市
と
中
津
商
工
会
議

所
、
中
津
市
し
も
げ
商
工

会
の
関
係
者
ら
約
10
人
が

出
席
。
仲
会
頭
は
「
物
価

が
高
騰
す
る
中
、
市
民
の

生
活
及
び
市
内
事
業
者
を

支
援
し
、
地
域
経
済
を
一

日
で
も
早
く
再
活
性
化
し

た
い
。
購
入
者
の
み
な
さ

ま
に
は
、
中
津
市
内
の
消

費
拡
大
に
大
い
に
寄
与
し

て
い
た
だ
く
よ
う
お
願
い

し
た
い
」
と
呼
び
掛
け
た
。

　

司
会
者
が
販
売
開
始
を

告
げ
る
と
、
列
を
作
っ
て

待
ち
わ
び
た
市
民
が
当
選

は
が
き
を
手
に
窓
口
へ
向

か
っ
た
。
商
品
券
を
購
入

し
た
女
性
は
「
物
価
の
上

昇
が
続
い
て
い
る
中
で
の
販

売
開
始
は
大
変
助
か
る
」

と
話
し
た
。

不
足
を
補
い
生
産
性
を
高

め
る
Ｄ
Ｘ
や
、
カ
ー
ボ
ン

ニ
ュ
ー
ト
ラ
ル
に
向
け
た
Ｇ

Ｘ
の
推
進
、
地
域
課
題
を

解
決
す
る
先
端
技
術
の
活

用
、
ス
タ
ー
ト
ア
ッ
プ
の

裾
野
拡
大
な
ど
、
県
経
済

の
成
長
に
つ
な
が
る
取
組

を
推
進
し
て
い
き
ま
す
。

佐
藤
樹
一
郎
大
分
県
知
事

               
就
任
に
あ
た
り

新
社
会
人
を
激
励

令
和
５
年
度

新
入
社
員
研
修
会
・
激
励
会
開
催

中津商工会議所

発
行
総
額
７
億
８
千
万
円

第
６
弾
中
津
市
プ
レ
ミ
ア
ム
商
品
券
を
販
売

佐藤樹一郎 大分県知事

今年で７回目となる新入社員研修会・激励会に新入社員39名が参加した

新入社員を代表して、Ｔ-ＰＬＡＮ㈱・
今川夏望さんが登壇し抱負を述べた

「各事業所や地域の将来を背負って
立つ、立派な社会人となってほしい」

と仲会頭

安部恭一氏は講演の中で「輝かしい
未来を切り開いてください」と新入

社員にエールを送った

本山和子氏は「ビジネスマナーは職場
生活の質を左右すると言っても過言
ではないでしょう」と話した

販売セレモニーには、中津市と中津商工会議所、
中津市しもげ商工会の関係者ら約10人が出席した

プレミアム商品券を購入者に手渡す
仲会頭

販売を待ちわびた市民が当選
はがきを手に窓口へ殺到した

半
田
電
設
工
業
㈱山口　

竜
矢

㈱
オ
モ
テ

有
馬　

捷
吾

秋
吉　

泰
至

後
藤　

美
槻

伸
和
建
設
㈱

宮
﨑
留
希
矢

安
藤　

智
哉

太
陽
イ
ン
ダ
ス
ト
リ
ー
㈱
中
津
工
場

内
尾　

雄
哉

Ｔ
Ｏ
Ｔ
Ｏ
フ
ァ
イ
ン
セ
ラ
ミ
ッ
ク
ス
㈱

笹
原　

暢
人

日
進
コ
ン
サ
ル
タ
ン
ト
㈱

村
下　

佳
香

砂
田
幸
太
郎

徳
永　

吏
桜

松
本
技
術
コ
ン
サ
ル
タ
ン
ト
㈱

宮
名
利
恵
斗

安
田
電
機
㈱

古
田　

大
空

樋
口　

月
渚

㈱
渡
辺
製
作
所
九
州
工
場

古
野　

茉
莉

大
征
鋼
材
㈱

丸
本　
　

凛

丹
波　

緋
彩

も
り
ぐ
ち
不
動
産
㈲

岩
泉　

和
樹

Ｔ-

Ｐ
Ｌ
Ａ
Ｎ
㈱今

川　

夏
望

㈲
ワ
ー
ク
ス

山
中
詩
央
里

特
別
養
護
老
人
ホ
ー
ム
い
ず
み
の
園

中
田　

隼
輔

河
村　
　

黎

今
冨　

朋
葉

波
戸　

麻
穂

石
川　

結
菜

中
野　

翔
太

㈱
西
野
物
産

吉
良　

春
香

㈱
サ
ン
レ
ー

池
田　

奈
摘

大
塚　

海
惺

第
一
印
刷
㈱

石
川　

晴
菜

愛
宕
自
動
車
工
業
㈱

桑
原　

和
希

中
津
商
工
会
議
所佐藤　

理
沙

な
か
つ
情
報
通
信
開
発
セ
ン
タ
ー
㈱

徳
重　

航
平

な
か
や
し
き
㈱

吉
永　

瑞
葉

大
塚　

涼
平

カ
ネ
ク
大
分
㈱吉

良　

有
沙

杉　

凪
々
美

永
松　

七
海

藤
尾　

若
奈

（
敬
称
略
・
順
不
同
）

新
入
社
員

　
　
研
修
会
・
激
励
会

参
加
者
名
簿

きれいなまちづくり推進事業
市内観光ルート清掃活動を実施
社会・サービス部会・同委員会
日本商工会議所青年部が
中津市で役員会・諸会議
を開催

２
面
2
面
『パートナーシップ構築
宣言』を作成しよう！

令和５年度
ＮＰＯ法人中津まちづくり
協議会通常総会を開催

2
面
3
面
マル経融資・生命共済制度
記帳代行・小規模企業共済
制度のご案内

4
面
中津商工会議所は健康
経営を推進しています！

5
面
5
面
トラック輸送の『標準的な
運賃』と『燃料サーチャー
ジ』について

（1） 第412号会 議 所 ニ ュ ー ス令和５年（2023年）6月26日（月曜日）



令和５年（2023年）6月26日（月曜日）

女
性
会

青
年
部

　

女
性
会
は
、
去
る
４
月

25
日
、
中
津
商
工
会
議
所

で
令
和
５
年
度
中
津
商
工

会
議
所
女
性
会
通
常
総
会

を
開
催
し
、
議
題
が
無
事

承
認
さ
れ
ま
し
た
。
５
月
９

日
は
、
当
会
議
所
で
女
性

会
役
員
会
を
行
い
、
５
月
23

日
は
、
大
分
県
商
工
会
議

所
女
性
会
連
合
会
令
和
５

年
度
第
１
回
役
員
会
が
、
レ

ン
ブ
ラ
ン
ト
ホ
テ
ル
大
分
で

開
催
さ
れ
ま
し
た
。
私
は
、

こ
の
会
場
に
入
っ
た
瞬
間
、

感
動
が
蘇
り
、
嬉
し
く
思

い
ま
し
た
。
と
い
う
の
も
つ

い
１
ヶ
月
前
の
４
月
23
日
、

白
坂
亜
紀
参
議
院
議
員
の

開
票
結
果
を
こ
の
会
場
で

待
ち
、
当
選
の
万
歳
が
行

わ
れ
、
皆
で
喜
び
が
あ
っ
た

か
ら
で
す
。
私
は
、
白
坂

亜
紀
参
議
院
議
員
の
ウ
グ

イ
ス
を
17
日
間
務
め
、
大

分
県
内
を
駆
け
巡
っ
て
参
り

ま
し
た
。
選
挙
カ
ー
の
運

転
手
も
女
性
ド
ラ
イ
バ
ー
で

す
。
私
も
夜
は
、
女
性
ド

ラ
イ
バ
ー
で
、
あ
ん
し
ん
運

転
代
行
を
営
ん
で
お
り
ま

す
。
一
生
の
思
い
出
と
な
り

ま
し
た
こ
の
会
場
で
、
会
議

後
は
、
㈱
大
銀
経
済
経
営

研
究
所
代
表
取
締
役
社

長
・
衛
藤
健
氏
よ
り
「
大

分
県
経
済
の
動
向
」
と
題

し
、
講
演
を
い
た
だ
き
ま

し
た
。
大
分
県
経
済
の
概

観
、
景
気
動
向
、
経
済
の

見
通
し
、
徐
々
に
持
ち
直

す
と
い
う
事
、
又
コ
ロ
ナ
前

に
「
戻
る
も
の
」
と
「
戻

ら
な
い
も
の
」
が
あ
り
、
変

化
が
あ
れ
ば
、そ
の
中
に
は
、

チ
ャ
ン
ス
が
あ
る
、
自
ら
に

有
利
な
ポ
イ
ン
ト
を
見
つ

け
よ
う
と
上
向
き
の
話
に
期

待
し
ま
し
た
。
５
月
27
日
、

き
れ
い
な
ま
ち
づ
く
り
推
進

事
業
「
市
内
観
光
ル
ー
ト

清
掃
活
動
」
で
は
、
沢
山

の
各
事
業
所
が
参
加
し
、

会
議
所
で
開
会
式
が
行
わ

れ
た
後
は
、
そ
れ
ぞ
れ
の

場
所
で
清
掃
活
動
を
行
い
、

町
が
き
れ
い
に
な
り
ま
し

た
。

　

白
坂
亜
紀
参
議
院
議
員

は
、
い
つ
も
「
女
性
は
、
太

陽
で
す
。
女
性
が
輝
け
ば

男
性
も
輝
く
。
子
供
達
も

元
気
に
な
る
」
と
言
っ
て
お

ら
れ
ま
し
た
。
私
た
ち
女

性
会
メ
ン
バ
ー
は
、
何
歳
に

な
っ
て
も
、『
心
に
太
陽
を

も
ち
、
明
日
に
向
か
っ
て
レ

ッ
ツ
ゴ
ー
‼
』
で
す
。
よ
ろ

し
く
ね
‼

川
口
喜
代
美

令
和
５
年
度

き
れ
い
な
ま
ち
づ
く
り
推
進
事
業

市
内
観
光
ル
ー
ト
清
掃
活
動
を
実
施

社
会
・サ
ー
ビ
ス
部
会
・
同
委
員
会

中
津
商
工
会
議
所

青
年
部
通
常
総
会

　

４
月
17
日
、
令
和
５
年

度
中
津
商
工
会
議
所
青
年

部
通
常
総
会
を
ヴ
ィ
ラ
ル
ー

チ
ェ
中
津
で
開
催
、
青
年
部

会
員
43
名
が
出
席
し
た
。

　

通
常
総
会
冒
頭
、
野
田

峰
一
令
和
４
年
度
会
長
が
、

任
期
中
の
１
年
間
、
青
年

部
活
動
や
Ｌ
ｏ
ｖ
ｅ
フ
ァ
ン
タ

ジ
ア
中
津
２
０
２
２
の
協
力

等
に
感
謝
と
お
礼
を
述
べ

た
。

　

議
事
で
は
、
第
一
号
議

案
・
令
和
４
年
度
事
業
報

告
、
第
二
号
議
案
・
令
和

４
年
度
収
支
決
算
報
告
、

第
三
号
議
案
・
令
和
５
年

度
役
員
変
更
、
第
四
号
議

案
・
令
和
５
年
度
事
業
計

画
、
第
五
号
議
案
・
令
和

５
年
度
収
支
予
算
書
に
つ
い

て
審
議
。
全
て
満
場
一
致
で

承
認
さ
れ
た
。

　

通
常
総
会
の
中
で
佐
々

木
裕
作
令
和
５
年
度
会
長

は
、「
令
和
５
年
度
ス
ロ
ー
ガ

ン〈M
arch

in
g O
n
 T
o
-

gether

〜
共
に
歩
も
う
〜
〉

の
も
と
、各
会
員
が
自
己
研

鑽
に
努
め
、自
社
及
び
自
身

の
向
上
を
目
指
し
、青
年
経

済
人
と
し
て
地
域
社
会
に

貢
献
で
き
る
よ
う
な
青
年

部
活
動
に
し
た
い
と
考
え
て

お
り
ま
す
の
で
、ど
う
ぞ
１

年
間
よ
ろ
し
く
お
願
い
し
ま

す
」と
あ
い
さ
つ
し
た
。

　

通
常
総
会
終
了
後
、
お

よ
そ
４
年
ぶ
り
と
な
る
懇

親
会
を
開
催
。
そ
の
中
で
、

令
和
４
年
度
な
ら
び
に
５
年

度
新
入
会
員
紹
介
や
令
和

４
年
度
卒
業
生
紹
介
、Ｙ
Ｅ

Ｇ
活
動
Ｄ
Ｖ
Ｄ
放
映
な
ど
、

内
容
も
盛
り
だ
く
さ
ん
で

大
変
有
意
義
な
時
間
と
な

っ
た
。

　

中
津
商
工
会
議
所
青
年

部
で
は
新
入
会
員
を
随
時

募
集
し
て
お
り
ま
す
。
各
事

業
所
の
経
営
者
並
び
に
後

継
者
、
ま
た
は
こ
れ
に
準

ず
る
方
で
45
歳
未
満
の
方
で

あ
れ
ば
入
会
可
能
で
す
。
ご

希
望
の
方
は
、
中
津
商
工

会
議
所
青
年
部
事
務
局
（
℡

０
９
７
９-

22-

２
２
５
０
）、
ま

た
は
青
年
部
メ
ン
バ
ー
に
お

問
い
合
わ
せ
下
さ
い
。

パートナーシップ
構築宣言

ポータルサイト

「パートナーシップ構築宣言」
ロゴマーク懇親会には314名が参加した

開会式で木村会長は「日本の未来のために多くを
学び、団体や自社の活動、日々の生活に生かして

いきましょう」とあいさつした

日本ＹＥＧが中津市で役員会・諸会議を開催するのは初

奥塚中津市長は「今後も中津商工会議所をはじめ、
中津市内の企業や団体、地域の方々と連携しながら

事業に取り組みたい」とあいさつ

「この活動をきっかけに中津市全域にきれいな
まちづくりの輪が拡がれば」と冨永部会長

佐々木裕作令和５年度会長
「熱中症には充分注意をして頂き、ケガのないように

楽しく清掃しましょう」と黒瀬委員長

当日は天候に恵まれ、総勢342名が集まった
　
「
パ
ー
ト
ナ
ー
シ
ッ
プ
構

築
宣
言
」
は
、
企
業
経
営

者
が
サ
プ
ラ
イ
チ
ェ
ー
ン
全

体
の
付
加
価
値
向
上
の
取

組
を
は
じ
め
、
規
模
・
系

列
等
を
越
え
た
新
た
な
連

携
の
促
進
、
取
引
先
企
業

と
の
望
ま
し
い
取
引
慣
行
の

遵
守
等
に
取
り
組
む
こ
と

を
宣
言
し
、
公
益
財
団
法

人
全
国
中
小
企
業
振
興
機

関
協
会
が
運
営
す
る
「
パ

ー
ト
ナ
ー
シ
ッ
プ
構
築
宣

言
ポ
ー
タ
ル
サ
イ
ト
」
に

登
録
・
掲
載
す
る
こ
と
で

各
企
業
の
取
組
み
の
「
見

え
る
化
」を
図
る
も
の
で
す
。

　

す
で
に
２
万
社
を
超
え

る
企
業
に
よ
る
宣
言
が
公

表
さ
れ
て
お
り
、
サ
プ
ラ

イ
チ
ェ
ー
ン
全
体
の
共
存
共

栄
と
Ｉ
Ｔ
実
装
支
援
等
の

新
た
な
連
携
を
宣
言
・
公

表
し
た
企
業
に
対
し
て
は
、

指
定
の
ロ
ゴ
マ
ー
ク
を
広
報

等
に
使
用
す
る
こ
と
が
で

き
、
ま
た
、
一
部
の
補
助
金

に
つ
い
て
加
点
措
置
が
受
け

ら
れ
る
な
ど
の
イ
ン
セ
ン
テ

ィ
ブ
が
設
け
ら
れ
て
い
ま

す
。

　

ぜ
ひ
こ
の
機
会
に
「
パ
ー

ト
ナ
ー
シ
ッ
プ
構
築
宣
言
」

を
作
成
・
公
表
し
ま
し
ょ

う
。
中
津
商
工
会
議
所
が

し
っ
か
り
と
バ
ッ
ク
ア
ッ
プ

し
ま
す
。

本
件
担
当
：
中
津
商
工
会

議
所
・
総
務
課

　

詳
し
く
は
パ
ー
ト
ナ
ー

シ
ッ
プ
構
築
宣
言
ポ
ー
タ
ル

サ
イ
ト
を
ご
確
認
く
だ
さ

い
。

「
パ
ー
ト
ナ
ー
シ
ッ
プ
構
築

宣
言
」
と
は

①
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感

染
症
の
影
響
も
踏
ま
え
て

中
小
企
業
・
小
規
模
事
業

者
へ
の
「
取
引
条
件
の
し
わ

寄
せ
」
を
防
止
す
る
と
と

も
に
、
引
き
続
き
下
請
取

引
の
適
正
化
を
進
め
る
こ

と
、②
サ
プ
ラ
イ
チ
ェ
ー
ン

全
体
で
の
付
加
価
値
向
上

の
取
組
や
規
模
・
系
列
等

を
越
え
た
オ
ー
プ
ン
イ
ノ
ベ

ー
シ
ョ
ン
な
ど
の
新
た
な
連

携
を
促
進
す
る
こ
と
な
ど

を
目
的
に
、
企
業
の
代
表

者
名
で
宣
言
す
る
こ
と
で
、

大
企
業
と
中
小
企
業
に
よ

る
「
新
た
な
共
存
共
栄
関

係
」
を
構
築
し
、「
わ
が
国

の
国
際
競
争
力
強
化
」
や

「
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
克

服
後
の
未
来
を
切
り
拓
く
」

こ
と
を
目
指
す
も
の
で
す
。

〈
主
な
宣
言
内
容
〉

●
サ
プ
ラ
イ
チ
ェ
ー
ン
全
体

の
共
存
共
栄

●
規
模
・
系
列
等
を
越
え

た
新
た
な
連
携

●
親
事
業
者
と
下
請
事
業

者
の
望
ま
し
い
取
引
慣
行

(

振
興
基
準)

の
遵
守

●
そ
の
他
独
自
の
取
組

『
パ
ー
ト
ナ
ー
シ
ッ
プ
構
築
宣
言
』

を
作
成
し
よ
う
！

日
本
商
工
会
議
所
青
年
部
が

中
津
市
で
役
員
会
・
諸
会
議
を
開
催

　

日
本
商
工
会
議
所
青
年

部
（
東
京
都
・
木
村
麻
子

会
長
）
は
５
月
18
日
、
中

津
市
内
の
会
場
に
お
い
て

第
３
１
６
回
役
員
会
・
諸

会
議
を
開
催
し
た
。
本
会

議
は
、
全
国
各
地
で
年
10

回
開
催
し
て
お
り
、
中
津

市
で
の
開
催
は
初
め
て
と

な
る
。
オ
ン
ラ
イ
ン
に
よ
る

参
加
も
含
め
て
、
日
本
全

国
の
役
員
等
代
表
者
ら
約

３
７
０
名
が
参
加
し
た
。

　

ヴ
ィ
ラ
ル
ー
チ
ェ
に
て
開

会
式
が
あ
り
、
木
村
会
長

は「
国
際
化
、地
球
温
暖
化
、

ポ
ス
ト
コ
ロ
ナ
社
会
に
よ
る

パ
ラ
ダ
イ
ム
シ
フ
ト
な
ど
、

企
業
や
地
域
、
社
会
の
在

り
方
は
大
き
な
変
革
が
求

め
ら
れ
て
い
ま
す
。
福
澤
諭

吉
先
生
の
郷
土
と
し
て
知

ら
れ
る
こ
の
中
津
の
地
で
、

日
本
の
未
来
の
た
め
に
多

く
を
学
び
、
団
体
や
自
社

の
活
動
、
日
々
の
生
活
に

生
か
し
て
い
き
ま
し
ょ
う
」

と
あ
い
さ
つ
し

た
。

　

そ
の
後
、
委

員
長
会
議
、
ブ

ロ
ッ
ク
代
表
理

事

会

議
、
正

副
・
担
当
理
事

会
議
、
執
行
部

会
議
を
経
て
、

役
員
会
お
よ
び

９
委
員
会
に
分

か
れ
て
数
々
の

審
議
事
項
、
協

議
事
項
が
話
し

合
わ
れ
た
。

　

日
本
商
工
会
議
所
青
年

部（
日
本
Ｙ
Ｅ
Ｇ
）は
、
日

本
の
経
済
三
団
体
の
一
つ
で

あ
る
日
本
商
工
会
議
所
の

青
年
部
組
織
で
あ
り
、青
年

経
済
団
体
と
し
て
は
、全
国

に
４
１
８
単
会
、総
メ
ン
バ

ー
数
３
万
２
千
名
以
上（
令

和
５
年
４
月
現
在
）が
所
属

す
る
日
本
最
大
級
の
規
模

を
誇
る
連
合
会
。令
和
５
年

４
月
１
日
、日
本
Ｙ
Ｅ
Ｇ
会

長
に
41
年
の
歴
史
上
、初
の

女
性
会
長
と
な
る
木
村
麻

子
氏
が
就
任
し
た
。

　

木
村
会
長
は
、新
時
代
を

創
る
た
め
、日
本
の
文
化
的

発
展
と〝
革
新
的
な
一
歩
〞

と
な
る
１
年
間
を
目
指
し
、

令
和
５
年
度
ス
ロ
ー
ガ
ン
に

「C
h
a
lle
n
g
e
 E
ve
ry
-

thing

〜
持
続
可
能
で
心

豊
か
な
未
来
へ
の
貢
献
〜
」

を
掲
げ
、
日
本
の
未
来
を

創
る
変
革
の
道
標
と
な
る

よ
う
Ｙ
Ｅ
Ｇ
活
動
の
舵
を

と
る
。（
任
期
：
令
和
５
年
４

月
１
日
〜
令
和
６
年
３
月

31
日
）

　

社
会
・
サ
ー
ビ
ス
部
会

（
冨
永
健
司
部
会
長
）・
同

委
員
会
（
黒
瀬
孝
一
委
員

長
）
は
５
月
27
日
、
今
回

で
６
回
目
と
な
る
市
内
観

光
ル
ー
ト
清
掃
活
動
を
実

施
し
た
。

　

こ
の
事
業
は
、
き
れ
い

な
ま
ち
づ
く
り
の
推
進
と

「
お
も
て
な
し
の
心
あ
ふ
れ

る
ま
ち
・
中
津
」
の
構
築

を
図
る
こ
と
を
目
的
に
、

中
津
市
関
連
部
署
に
も
呼

び
か
け
を
行
い
、
行
政
と

連
携
し
た
事
業
と
し
て
実

施
し
て
い
る
。

　

当
日
は
、
天
候
に
恵
ま

れ
、
社
会
・
サ
ー
ビ
ス
部

会
・
委
員
会
を
は
じ
め
と

す
る
中
津
商
工
会
議
所
各

部
会
・
委
員
会
、
中
津
商

工
会
議
所
会
員
事
業
所
、

Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
中
津
ま
ち
づ

く
り
協
議
会
、
中
津
市
、

中
津
市
き
れ
ま
ち
隊
や
地

域
の
方
々
な
ど
総
勢
３
４
２

名
が
集
ま
っ
た
。

　

仲
会
頭
は
「
こ
の
よ
う

に
大
規
模
な
清
掃
活
動
が

で
き
ま
す
の
も
、
皆
さ
ん

方
お
一
人
お
一
人
が
、
自
分

た
ち
が
住
む
中
津
を
き
れ

い
に
し
よ
う
と
い
う
愛
郷
心

と
、
き
れ
い
な
ま
ち
づ
く

り
で
観
光
客
な
ど
地
域
外

か
ら
来
ら
れ
た
人
へ
の
お
も

て
な
し
を
し
よ
う
と
い
う
意

識
の
賜
物
と
重
ね
て
感
謝

申
し
上
げ
ま
す
。
５
月
８

日
か
ら
、
新
型
コ
ロ
ナ
ウ

イ
ル
ス
感
染
症
の
位
置
づ

け
が
季
節
性
イ
ン
フ
ル
エ
ン

ザ
と
同
等
の
５
類
へ
と
変
更

さ
れ
ま
し
た
。
こ
れ
か
ら

中
津
市
の
観
光
客
も
増
え

て
い
く
こ
と
と
思
わ
れ
ま

す
。
美
し
い
環
境
で
観
光

客
を
お
迎
え
し
、
ゆ
っ
た

り
と
し
た
気
持
ち
で
中
津

市
の
観
光
を
満
喫
し
て
も

ら
い
た
い
と
思
い
ま
す
。」

と
挨
拶
。
続
け
て
冨
永
部

会
長
、
奥
塚
中
津
市
長
よ

り
ご
挨
拶
を
頂
い
た
の
ち

に
清
掃
を
開
始
。
10
ル
ー

ト
（
①
諸
町
・
殿
町
、②

商
店
街
・
中

津
駅
・
福
沢

旧
居
・
増
田

宋
太
郎
生
誕

地
、③
福
沢
通

り
・
二
ノ
丸

公
園
、④
小
祝

漁

協
、⑤
本

町
・
豊
後
町
、

⑥
古

博

多

町
・
米
町
、⑦

中
津
城
公
園

地
・
中
津
城

周
辺
、⑧
北
門

橋‐

山
国
大

橋
間
の
土
手

周
辺
、⑨
北
門

橋‐

龍
王
橋

間
の
土
手
周

辺
、⑩
金
剛
川

東
公
園
・
ゆ

め
タ
ウ
ン
中

津
周
辺
）
に

分
か
れ
、
約

１
時
間
、
実
際
に
観
光
ル

ー
ト
を
歩
き
、
周
辺
の
ゴ

ミ
を
拾
い
な
が
ら
、
最
終

目
的
地
で
あ
る
中
津
城
公

園
地
を
目
指
し
た
。
集
ま

っ
た
ゴ
ミ
の
量
は
６
９
０

㌔
。

　

社
会
・
サ
ー
ビ
ス
部

会
・
同
委
員
会
は
、
中
津

市
が
環
境
美
化
と
定
め
る

毎
月
第
３
水
曜
日
を
一
斉

清
掃
の
日
と
し
て
議
員
事

業
所
、
部
会
、
委
員
会
、

商
工
会
議
所
会
員
へ
と
呼

び
か
け
を
し
、
活
動
の
輪

を
広
げ
て
い
る
。

会 議 所 ニ ュ ー ス （2）第412号



収入の部
予算額
収入合計

12,199,999円

会費
繰越金
支援自販機

5,600,000
5,999,999
600,000

（単位:円）

2021.4.20

支出の部
予算額
支出合計

12,199,999円

会議費
事務局費
車両使用料
会議室使用料
什器･備品等使用料
印刷製本費
通信運搬費
傷害･損害保険料
事業費
予備費
その他

100,000
960,000
552,000
420,000
570,000
100,000
100,000
100,000
4,920,000
4,257,999
120,000

（単位:円）

その他の内訳
　渉外費
　雑費

10,000
110,000

支援自販機
5%

会　費

46%繰越金

49%

会議費
1%

会議室使用料
3%

什器･備品等使用料
5%

印刷製本費
1%

事務費
8%

事業費
40%

予備費
35%

その他
1%

車両使用料
4%

傷害・
損害保険料
1%

通信運搬費
1%

ＮＰＯ法人中津まちづくり協議会

Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
中
津
ま
ち
づ
く
り
協
議
会

通
常
総
会
を
開
催

令和５年度
　

Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
中
津

ま
ち
づ
く
り
協
議
会

は
、
４
月
25
日
、
令

和
５
年
度
通
常
総
会

を
中
津
商
工
会
議
所

３
階
ホ
ー
ル
で
開
催

し
、
令
和
５
年
度
事

業
計
画
・
収
支
予
算

な
ど
に
つ
い
て
審
議

し
た
。

　

当
日
は
、
会
員
67

名
が
出
席
。（
表
決

委
任
者
１
８
０
名
）

　

議
事
で
は
、
第
１

号
議
案
令
和
４
年
度

事
業
報
告
、
第
２
号

議
案
令
和
４
年
度
収

支
決
算
並
び
に

監
査
報
告
、
第

３
号
議
案
令
和

５
年
度
事
業
計

画
（
案
）、
第
４

号
議
案
令
和
５

年
度
収
支
予
算

（
案
）、
第
５
号

議
案
定
款
の
一

部
変
更
（
案
）

に
つ
い
て
、
第
６

号
議
案
役
員
の

選

任
（
案
）
に

つ
い
て
審
議
し
、
議
案

全
て
原
案
通
り
満
場
一

致
で
承
認
さ
れ
た
。

　

令
和
５
年
度
の
事
業

計
画
に
つ
い
て
は
、
引

き
続
き
事
業
活
動
を

推
進
す
る
た
め
、
持

続
可
能
な
開
発
目
標

（
Ｓ
Ｄ
Ｇ
ｓ
）
を
各
項

目
に
該
当
す
る
Ｓ
Ｄ

Ｇ
ｓ
の
目
標
を
表
記

し
、
人
と
社
会
の
連

携
を
保
ち
、
安
全
・

安
心
で
快
適
な
暮
ら

し
の
出
来
る
地
域
づ
く

り
を
着
実
に
展
開
し
て

い
く
事
を
掲
げ
た
。

当日は、会員67名が出席した（表決委任者180名）

令和4年度　NPO法人中津まちづくり協議会　収支予算書

５つのまちづくり基 本 理 念
　「おもてなしの心あふれるまちづ
くり」を基本理念に、私たちの住む
中津地域の産業・文化・歴史・伝統
の継承と振興及び、郷土に誇りと
愛する気持ちを醸成し安全・安心・
快適な暮らしのできる地域づくりを
推進していく。

基 本 方 針
　ＮＰＯ法人中津まちづくり協議会
は、中津商工会議所の活動の一
翼を担い、産業・文化の発展に
寄与し、特定非営利活動法人とし
て社会の信頼に応え、おもてなし
の心をもって「５つのまちづくり」
に取り組み、人と社会の連携を保
ち、安全・安心で快適な暮らしの
出来る地域づくりを目指して行動し
ます。

１．きれいなまちづくり
　　①クリーン中津運動事業
　　　清掃活動への協力・支援など、おもてなしのまちづくりに取り組む。
２．自然にやさしいまちづくり
　　①自然の生態系保護の推進
　　　河川の浄化、水資源、海水産資源の保護発展等の自然環境や景観の整備、保護、再生などに貢献する。
３．人にやさしいまちづくり
　　①地球上の全ての人やモノを愛し、大切にし、生かしきっていこうという 「もったいない運動」 を推進しながら、   
　　　安全・安心・快適な暮らしのできる環境づくりを目指し、おもてなしのまちづくりに取り組む。
４．美味しいまちづくり
　　①地産地消の推進
　　　地産地消を広く呼びかけ地元の農・林・水産業生産品や数多くの特産品などの消費拡大に協力し、おもてな
　　　しのまちづくりに取り組む。
　　②食と食材の発見・発掘・開発
　　　中津の味、郷土料理等の研究・商品開発のため、産学官民交流による活動を支援し、おもてなしのまちづくり
　　　に取り組む。
５．楽しいまちづくり
　　①歴史的伝統文化、芸能、工芸技術の伝統と発展に取り組むとともに、中津祗園祭、鶴市花傘鉾祭などの歴史
　　　的な祭事の保存発展に側面的な協力と支援を行う。また、地域活性化、まちおこしなどの事業を支援・推進する。

NPO法人中津まちづくり協議会は ＳＤＧｓ(持続可能な開発目標)に取組みます
ＳＤＧｓ(持続可能な開発目標)は、持続可能な社会を世界レベルで実現するために、2015年9月の国連サミットで採択され、国連加盟国が2030年までに達成
する目標です。17の目標「Ｇｏａｌｓ」で構成され、地球上の誰一人として取り残さないことを基本方針とし、経済・社会・環境をめぐる広範囲な課題を不可分
なものとして統合的に解決することを目指しています。
NPO法人 中津まちづくり協議会は、中津商工会議所と連携してＳＤＧｓを推進するため、事業計画の各項目に対して、該当するＳＤＧｓの目標をアイコンと番号
で表記しています。会員の皆様におかれましては、是非、ＳＤＧｓの趣旨にご理解とご賛同をいただき、共にＳＤＧｓに取り組んでいきましょう。　

①協議会の事業計画及び予算の編成
　　　《実施時期：R6.1月～ 3月・継続》

②協議会の事業報告及び決算書の作成
　　　《実施時期：R6.3月・継続》

③会員拡大・支援事業 ⑰
　・会員証及び会員章ステッカーの発行及び会員サービス事業等
　　　《実施時期：通年・継続》《予算：100,000円》

④まちづくり応援事業 ⑪⑬⑭⑮
　・町内会や子ども会等を対象に地域貢献やまちづくり活動を行っている
　　人たちへの助成支援
　　　《実施時期：R5.7月～ R6.2月・継続》《予算：150,000円》

⑤協議会ＰＲ事業 ⑰
  ・当協議会認知度向上のため、各イベント、祭り会場に名前が入った
　　横断幕を設置しＰＲ
　　　《実施時期：通年・継続》《予算：200,000円》

①花の植栽事業
　・草花植栽によるきれいなまちづくりの推進 ⑬⑮⑰
　　　《実施時期：R5.10月～ 11月・継続》《予算：100,000円》

②花いっぱい運動事業
　・プランター設置による花いっぱい運動の推進 ⑬⑮⑰
　　　《実施時期：R5.11月・継続》《予算：150,000円》

③おもてなしのまちづくり推進事業 ⑨⑪⑰
　　　《実施時期：通年・新規》《予算：300,000円》

④団体等支援事業 ④⑨⑪⑬⑭⑮⑰
　　　《実施時期：通年・継続》《予算：680,000円》

①もったいない運動の推進事業 ④⑬⑮
　・マイ箸（名前入り）の推進と正しい箸の使い方講座の開催
　　　　市内公立、私立幼稚園年長組を対象にマイ箸の推進と正しい箸の
　　　　使い方講座を開催
　　　《実施時期：R5.10月～ R6.1月・継続》《予算：300,000円》

②“もったいない”環境ポスターコンクール事業 ④⑬⑭⑮
　・「もったいない」をテーマにゴミ減量や地球温暖化防止など、環境に関する
　　意識の向上を目的にポスターを募集し、環境のことを考える取り組みを行う
　　　《実施時期：R5.7月～ R6.3月・継続》《予算：350,000円》

③団体等支援事業 ④⑨⑪⑬⑭⑮⑰
　　　《実施時期：通年・継続》《予算：490,000円》

①中津の魅力発見推進事業 ④⑧⑪⑰
　 ・福澤先生に焦点を当てた中津のＰＲ事業
　　　　2024年に壱万円札の肖像画が福澤諭吉から渋沢栄一に代わる事を
　　　　きっかけに、中津市民が福澤先生の偉大な功績を忘れない様に中津を
　　　　代表する偉人、福澤先生を知ってもらう取組みを行う。
　　　《実施時期：R5.5月～・新規》《予算：1,400,000円》

②団体等支援事業 ④⑨⑪⑬⑭⑮⑰
　　　《実施時期：通年・継続》《予算：100,000円》

2005.6.21
2005.6.21

2005.6.21

合計：450,000円 合計：1,140,000円

合計：1,500,000円合計：1,230,000円

NPO法人中津まちづくり協議会は、環境整備推進事業の一環として、今年度「きれいなまちづくり」の
輪を市内事業所から拡げていこうと花いっぱい運動」の取り組みを行いました。

当協議会会員事業所を対象にプランター設置希望事業所を募集し、希望する事業所に無償で配付し
ました。

花いっぱい運動事業
『私たちは、きれいなまちづくりを推進しています。』

㈱千雅商事（中津城） ㈲北川製あん所 ふく社会保険労務士事務所 大分・福岡オフィス

㈲小野建設 ㈱サンライズコーポレーション 中村刃物

㈱栄都 ㈱九電工 中津営業所 コカ･コーラボトラーズジャパン㈱ベンディング大分支店

㈱M・ZEC ㈱大分銀行 中津支店 ㈱道の駅 なかつ

（3） 令和５年（2023年）6月26日（月曜日） 第412号会 議 所 ニ ュ ー ス



　

小
規
模
事
業
者
の
み
な

さ
ま
が
事
業
用
資
金
の
借

入
を
検
討
さ
れ
て
い
る
場

合
、
当
所
と
し
て
最
も
お

勧
め
し
た
い
融
資
制
度
は
、

「
小
規
模
事
業
者
経
営
改

善
資
金
（
通
称
マ
ル
経
融

資
）」
で
す
。

　

こ
の
制
度
は
、
商
工
会

議
所
が
行
う
経
営
指
導
に

基
づ
き
、
事
業
用
資
金
を

必
要
と
す
る
事
業
者
を
商

工
会
議
所
が
推
薦
し
、
無

担
保
・
無
保
証
人
で
日
本

政
策
金
融
公
庫
が
融
資
す

る
も
の
で
す
。

　

融
資
対
象
と
な
る
事
業

規
模
は
従
業
員
が
20
人
以

下
（
商
業
・
サ
ー
ビ
ス
業

の
場
合
は
５
人
以
下
）
の

法
人
・
個
人
事
業
主
の
方

（
小
規
模
事
業
者
）
に
拡

大
さ
れ
、
融
資
限
度
額
も

２
０
０
０
万
円
と
な
っ
て
い

ま
す
。（
平
成
26
年
１
月
７

日
か
ら
、
サ
ー
ビ
ス
業
の

う
ち
、
宿
泊
業
、
娯
楽
業

《
映
画
館
等
》
の
従
業
員

要
件
が
緩
和
さ
れ
、
従
業

員
20
人
ま
で
の
事
業
者
が

新
た
に
融
資
対
象
に
な
り

ま
し
た
。）

　

令
和
５
年
６
月
現
在
の

マ
ル
経
融
資
の
金
利
は

「
１
・
０
９
％
（
固
定
・
利

率
は
金
融
情
勢
に
よ
っ
て

変
動
し
ま
す
。）」
に
設
定

さ
れ
て
い
ま
す
。

マ
ル
経
融
資
を
ご
利
用
に
な

る
際
の
ア
ド
バ
イ
ス

・
先
ず
、
自
社
が
融
資
の

対
象
と
な
る
か
ど
う
か
確

認
し
て
く
だ
さ
い
。（
下
表

の
「
ご
利
用
い
た
だ
け
る

方
」
の
欄
を
参
照
）

・
要
件
を
満
た
す
方
は
、

資
金
を
必
要
と
す
る
期
日

の
少
な
く
と
も
１
ヶ
月
以

上
前
に
商
工
会
議
所
に
推

薦
依
頼
を
行
っ
て
く
だ
さ

い
。※

推
薦
に
は
、
商
工
会

議
所
内
の
マ
ル
経
審
査
会

で
審
査
す
る
こ
と
が
義
務

づ
け
ら
れ
て
い
る
た
め
、

審
査
会
の
開
催
日
程
と
推

薦
依
頼
日
の
兼
ね
合
い
に

よ
っ
て
は
、
決
定
ま
で
に

時
間
が
か
か
る
こ
と
が
あ

り
ま
す
。

・
マ
ル
経
融
資
の
推
薦
に
あ

た
っ
て
は
、
当
所
の
経
営

指
導
員
が
み
な
さ
ま
よ
り

ヒ
ア
リ
ン
グ
を
行
っ
て
推

薦
書
を
作
成
し
ま
す
の
で
、

貴
社
の
担
当
と
な
っ
た
経

営
指
導
員
と
一
緒
に
書
類

を
作
成
し
て
く
だ
さ
い
。

ま
た
、
経
営
改
善
計
画
の

立
案
に
つ
い
て
、
事
前
に

当
所
の
経
営
指
導
員
に
協

力
を
要
請
し
、
計
画
策
定

段
階
か
ら
経
営
内
容
や
改

善
策
を
相
談
す
る
こ
と
も

有
効
な
方
法
の
一
つ
で
す
。

ど
ん
ど
ん
経
営
指
導
員
を

活
用
す
る
こ
と
を
お
勧
め

し
ま
す
。

　

詳
細
な
内
容
に
つ
き
ま

し
て
は
、
中
津
商
工
会
議

所
ま
で
お
気
軽
に
お
問
い

合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

将
来
の
備
え
＆
節
税

今
日
か
ら
お
ト
ク
、
未
来
も

ナ
ッ
ト
ク

　

国
の
機
関
で
あ
る
中
小
機

構
が
運
営
す
る
小
規
模
企
業

共
済
制
度
は
、
小
規
模
企

業
の
経
営
者
や
役
員
、
個
人

事
業
主
な
ど
の
た
め
の
、
積

み
立
て
に
よ
る
退
職
金
制
度

で
す
。
現
在
、
全
国
で
約
１

５
３
万
人
の
方
が
加
入
さ
れ

て
い
ま
す
。
掛
金
は
全
額
を

所
得
控
除
で
き
る
の
で
、
高

い
節
税
効
果
が
あ
り
ま
す
。

将
来
に
備
え
つ
つ
、
契
約
者

の
方
が
さ
ま
ざ
ま
な
メ
リ
ッ

ト
を
受
け
ら
れ
る
、
今
日
か

ら
お
ト
ク
な
制
度
で
す
。

１
．
安
心
・
確
実
？

　

小
規
模
企
業
共
済
制
度

は
、
法
律
（
小
規
模
企
業

共
済
法
）
に
基
づ
く
制
度
で

あ
り
、
国
が
全
額
出
資
し
て

い
る
独
立
行
政
法
人
中
小
企

業
基
盤
整
備
機
構
が
運
営

し
て
い
ま
す
。

２
．
制
度
に
加
入
で
き
る
人

は
？

　

小
規
模
企
業
共
済
制
度
に

加
入
で
き
る
の
は
、
次
の

方
々
で
す
。

●
常
時
使
用
す
る
従
業
員
が

20
人
以
下
（
宿
泊
業
・
娯

楽
業
を
除
く
サ
ー
ビ
ス
業
、

商
業
で
は
５
人
以
下
）
の
個

人
事
業
主
お
よ
び
会
社
の
役

員●
事
業
に
従
事
す
る
組
合
員

が
20
人
以
下
の
企
業
組
合
の

役
員
、
常
時
使
用
す
る
従

業
員
が
20
人
以
下
の
協
業
組

合
の
役
員

●
常
時
使
用
す
る
従
業
員
が

20
人
以
下
で
あ
っ
て
、
農
業

の
経
営
を
主
と
し
て
行
っ
て

い
る
農
事
組
合
法
人
の
役
員

●
常
時
使
用
す
る
従
業
員
が

５
人
以
下
の
弁
護
士
法
人
、

税
理
士
法
人
等
の
士
業
法
人

の
社
員

●
小
規
模
企
業
者
た
る
個

人
事
業
主
に
属
す
る
共
同
経

営
者
（
個
人
事
業
主
１
人
に

つ
き
２
人
ま
で
）

※

共
同
経
営
者
と
は
、
事

業
主
と
と
も
に
経
営
に
携

わ
っ
て
い
る
方
で
次
の
①
②

を
と
も
に
満
た
す
方
と
な
り

ま
す
。

①「
事
業
の
経
営
に
お
い
て

重
要
な
意
思
決
定
を
し
て
い

る
、
ま
た
は
事
業
に
必
要
な

資
金
を
負
担
し
て
い
る
」

②「
事
業
の
執
行
に
対
す
る

報
酬
を
受
け
て
い
る
」

３
．
毎
月
の
掛
金
は
ど
の
く

ら
い
？

　

掛
金
月
額
は
１
千
円
〜
７

万
円
の
範
囲
内
（
５
百
円
単

位
）
で
自
由
に
選
べ
ま
す
。

　

加
入
後
も
掛
金
月
額
は

増
額
・
減
額
で
き
ま
す
。

　

ま
た
、払
込
み
方
法
も「
月

払
い
」「
半
年
払
い
」「
年
払

い
」
か
ら
お
選
び
い
た
だ
け

ま
す
。

４
．
掛
金
は
税
法
上
ど
ん
な

メ
リ
ッ
ト
が
あ
る
の
？

　

掛
金
は
、
全
額
が
「
小

規
模
企
業
共
済
等
掛
金
控

除
」
と
し
て
、
課
税
対
象
所

得
か
ら
控
除
で
き
ま
す
。（
１

年
以
内
の
前
納
掛
金
も
同
様

で
す
）

５
．
共
済
金
は
ど
ん
な
と
き

に
受
け
取
れ
る
の
？

　

共
済
金
は
廃
業
時
・
退

職
時
に
受
け
取
れ
ま
す
。
満

期
は
あ
り
ま
せ
ん
。（
例
：

共
同
経
営
者
の
方
は
、
個
人

事
業
主
の
廃
業
に
伴
う
退
任

な
ど
。）

※

共
済
金
等
の
請
求
事
由
が

生
じ
て
も
、
特
定
の
要
件
に

該
当
す
れ
ば
、
共
済
金
等

を
受
け
取
ら
ず
に
、
所
定
の

手
続
き
を
す
る
こ
と
に
よ
っ

て
、
そ
れ
ま
で
の
掛
金
納
付

月
数
を
通
算
し
て
共
済
契
約

を
続
け
る
こ
と
が
で
き
ま

す
。

６
．
共
済
金
の
受
取
り
方
法

と
税
法
上
の
取
扱
い
は
？

　

共
済
金
の
受
取
り
は
、「
一

括
」「
分
割
（
10
年
・
15
年
）」

「
一
括
と
分
割
の
併
用
」
の
い

ず
れ
か
を
お
選
び
い
た
だ
け

ま
す
。
税
法
上
、
一
括
受
取

り
に
よ
る
共
済
金
は
「
退
職

所
得
扱
い
」、
分
割
受
取
り

に
よ
る
共
済
金
は
「
公
的
年

金
等
の
雑
所
得
扱
い
」
と
な

り
ま
す
。

７
．
事
業
資
金
も
借
り
入
れ

で
き
る
の
？

　

契
約
者
（
一
定
の
資
格
者
）

の
方
は
、
納
付
し
た
掛
金
合

計
額
の
範
囲
内
で
、
事
業
資

金
等
の
貸
付
け
が
受
け
ら
れ

ま
す
（
担
保
・
保
証
人
は

不
要
）。

【
貸
付
け
の
種
類
】

一
般
貸
付
け
、
疾
病
災
害
時

貸
付
け
、
創
業
転
業
時
・
新

規
事
業
展
開
等
貸
付
け
、
福

祉
対
応
貸
付
け
、
緊
急
経
営

安
定
貸
付
け
、
事
業
承
継
貸

付
け
、
廃
業
準
備
貸
付
け

８
．
共
済
金
の
受
給
権
は
？

　

共
済
金
・
解
約
手
当
金
の

受
給
権
は
、
国
税
等
滞
納
の

差
押
え
以
外
は
、
差
押
禁

止
債
権
と
し
て
保
護
さ
れ
ま

す
。

　

そ
の
他
、
小
規
模
企
業
共

済
制
度
に
関
す
る
詳
細
な
内

容
や
お
手
続
き
に
つ
き
ま
し

て
は
、
中
津
商
工
会
議
所
ま

で
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

　

税
務
申
告
や
経
営
状
態
の
把
握
の

た
め
に
は
日
々
帳
簿
を
つ
け
る
必
要
が

あ
り
ま
す
。

　

し
か
し
日
々
の
お
金
の
出
し
入
れ
を

き
ち
ん
と
管
理
し
て
記
録
し
て
い
く
の

は
大
変
な
こ
と
。
専
門
知
識
が
な
け

れ
ば
処
理
方
法
が
わ
か
ら
な
い
部
分

も
数
多
く
生
じ
ま
す
。
手
間
も
人
手

も
専
門
知
識
も
必
要
と
す
る
経
理
事

務
を
代
行
す
る
の
が
記
帳
代
行
で
す
。

　

毎
日
の
取
引
を
当
所
指
定
の
日
計

表
に
記
入
し
て
、
毎
月
１
回
提
出
す
る

だ
け
で
、
元
帳
・
残
高
試
算
表
・
各

月
の
売
上
比
較
な
ど
を
作
成
し
ま
す
。

　

総
勘
定
元
帳
へ
の
転
記
や
残
高
試
算

表
を
作
成
す
る
こ
と
は
、
と
て
も
時

間
が
か
か
り
直
接
売
上
に
も
つ
な
が
り

ま
せ
ん
。

　

し
か
し
、
当
所
の
記
帳
代
行
サ
ー

ビ
ス
を
利
用
す
れ
ば
中
津
商
工
会
議

所
の
専
門
職
員
が
代
行
し
ま
す
の
で
、

そ
の
時
間
本
来
の
業
務
に
専
念
で
き
ま

す
。

　

入
力
の
結
果
は
、
す
べ
て
パ
ソ
コ
ン

に
よ
り
計
算
処
理
さ
れ
、
毎
月
の
財
務

状
況
・
経
営
成
績
が
正
確
に
分
か
る

よ
う
に
な
り
、
今
後
の
経
営
指
針
と
す

る
事
が
で
き
ま
す
。

　

ま
た
、
融
資
に
関
す
る
ご
相
談
や
年

末
調
整
な
ど
の
サ
ー
ビ
ス
も
受
け
ら
れ

る
よ
う
に
な
り
ま
す
。

〈
記
帳
代
行
の
メ
リ
ッ
ト
〉

　

記
帳
代
行
を
始
め
る
事
で
、
複
数

の
帳
簿
に
転
記
し
た
り
、
試
算
表
な

ど
を
作
成
す
る
時
間
が
短
縮
さ
れ
ま

す
。

　

ま
た
青
色
申
告
の
特
別
控
除
65
万

円
の
特
典
が
受
け
ら
れ
る
た
め
、
節
税

に
つ
な
が
り
ま
す
。

●
青
色
申
告
で
最
大
55
万
円
の
特
別

控
除
が
受
け
ら
れ
ま
す
。

（
e-

T
a
x
等
に
よ
る
申
告
で
、さ

ら
に
プ
ラ
ス
10
万
円
の
特
別
控
除

を
受
け
ら
れ
ま
す
。）

●
毎
月
の
試
算
表
を
作
成
。
融
資
や

借
り
入
れ
が
ス
ム
ー
ズ
に
！

●
希
望
に
よ
り
、
経
営
指
導
員
に
よ
る

経
営
相
談
も
行
い
ま
す
。

　

平
成
26
年
よ
り
白
色
申
告
事
業
者

に
お
い
て
も
帳
簿
の
保
存
（
７
年
間
）

が
必
要
と
な
り
ま
し
た
。
記
帳
代
行

を
利
用
し
て
、
帳
簿
の
整
理
と
青
色

申
告
を
目
指
し
ま
し
ょ
う
！

　

記
帳
代
行
に
関
す
る
詳
細
な
内
容

に
つ
き
ま
し
て
は
、
中
津
商
工
会
議
所

中
小
企
業
相
談
所
ま
で
お
問
い
合
わ
せ

く
だ
さ
い
。

マ
ル
経
融
資
の
ご
案
内

経
営
改
善
を
図
る
な
ら
！

（
小
規
模
事
業
者
経
営
改
善
資
金
）

小
規
模
企
業
共
済
制
度

の
ご
案
内

経
営
者
の
退
職
金
・
節
税
対
策
に
も
有
効
で
す

記
帳
代
行
を

　
　
は
じ
め
て
み
ま
せ
ん
か
？

正
し
い
記
帳
は
経
営
安
定
の
第
一
歩

1. 0 9
（令和 5年 6月現在）

こんな時に
ご活用ください

7年以内（1年以内） 10年以内（2年以内）

　

生
命
共
済
制
度
は
、
会

員
事
業
所
の
発
展
を
願
っ
て

中
津
商
工
会
議
所
が
推
進

し
て
い
る
福
祉
事
業
の
ひ
と

つ
で
す
。
保
険
と
し
て
の
保

障
に
加
え
て
大
分
県
商
工
会

議
所
連
合
会
独
自
の
見
舞

金
・
祝
金
制
度
を
備
え
て

お
り
、
多
く
の
事
業
所
様
に

お
役
立
い
た
だ
い
て
お
り
ま

す
。

　

い
つ
何
が
起
こ
る
の
か
分

か
ら
な
い
社
会
の
中
で
、
従

業
員
の
生
活
を
保
障
し
、

勤
労
意
欲
を
高
め
、
ひ
い
て

は
事
業
の
安
定
を
図
る
こ
と

を
目
的
と
し
た
生
命
共
済

制
度
は
、
現
代
に
お
け
る
ガ

ン
や
６
大
生
活
習
慣
病
の
疾

病
増
加
に
対
す
る
生
存
保

障
な
ど
、
次
の
よ
う
に
す
ぐ

れ
た
特
色
を
備
え
て
お
り
ま

す
。

①
不
慮
の
事
故
に
よ
る
通
院

ま
た
は
結
婚
、
出
産
、

成
人
さ
れ
た
場
合
は
独

自
の
見
舞
金
・
祝
金
を

支
給
し
ま
す
。

②
業
務
上
・
業
務
外
を
問

わ
ず
、
交
通
事
故
は
も

ち
ろ
ん
不
慮
の
事
故
・

病
気
死
亡
に
い
た
る
ま
で

24
時
間
保
障
し
ま
す
。

③
ご
加
入
の
手
続
き
は
医
師

の
診
査
は
不
要
で
す
。
た

だ
し
、
ご
加
入
者
各
人
の

健
康
告
知
が
必
要
で
す
。

④
１
年
毎
の
自
動
更
新
で
す

の
で
、
変
動
す
る
経
済

情
勢
に
あ
わ
せ
て
保
障

額
の
見
直
し
が
出
来
ま

す
。

⑤
１
年
毎
に
収
支
計
算
を

行
い
、
剰
余
金
が
生
じ
た

場
合
に
は
配
当
金
と
し

て
お
返
し
い
た
し
ま
す
。

⑥
掛
金
は
、
取
扱
金
融
機

関
の
口
座
よ
り
自
動
的

に
振
替
え
ま
す
の
で
便
利

で
す
。

⑦
掛
金
は
損
金
ま
た
は
必

要
経
費
に
算
入
で
き
ま

す
。

　

生
命
共
済
に
関
す
る
詳

細
な
内
容
や
お
手
続
き
に
つ

き
ま
し
て
は
、
中
津
商
工
会

議
所
ま
で
お
問
い
合
わ
せ
く

だ
さ
い
。

《
お
問
い
合
せ
》

中
津
商
工
会
議
所

☎
０
９
７
９-

22-

２
２
５
０

《
引
受
保
険
会
社
》

ア
ク
サ
生
命
保
険
㈱

中
津
営
業
所

☎
０
９
７
９-

24-

１
１
９
０

生
命
共
済
ご
加
入
の

お
す
す
め

「
も
し
も
」
や
「
ま
さ
か
」
に
備
え
て
安
心
！

※記載の内容は生命共済制度の内容の一部を記載したものです。ご加入にあたっては、パ
ンフレット・重要事項説明書（契約概要・注意喚起情報）を必ずご確認ください。

※大分県商工会議所連合会独自の給付制度は、運営費の一部によってまかなわれます。
※詳細については、「生命共済　見舞金･祝金制度」規約にてご確認ください。

■保障内容【2口コースの場合】

■大分県商工会議所連合会独自の給付制度の内容

役
員
お
よ
び
従
業
員
の

福
利
厚
生
制
度
に
ご
活
用

い
た
だ
け
ま
す

死　
　

亡

入　

院  

・  

治　

療

お支払い事由

給付内容 給付金額

保険金額・給付金額
（定期保険（団体型））

事故通院見舞金 ご契約の給付金額（最大30,000円）

結婚祝金 2口以上、一律10,000円

出産祝金(女性本人のみ) 2口以上、一律10,000円

成人祝金 2口以上、一律10,000円

日本商工会議所・東京商工会議所
検定3級以上合格祝金

一律5,000円

病気入院見舞金
ご契約の給付金額（最大10,000円）

ご契約の給付金額（最大20,000円）

PET(ペット)健診助成金 ご契約の給付金額（最大10,000円）

75歳満了時記念品 記念品贈呈

所定の不慮の事故により死亡されたとき
〈死亡保険金＋災害保険金〉 500万円

100万円

一日につき3,000円
（1日以上60日限度）

4万円

2万円

10万円

20日以上

10日以上

上記以外の事由により死亡されたとき
〈死亡保険金〉

所定の不慮の事故により入院されたとき
〈入院給付金〉

ガンにより入院されたとき
〈ガン入院一時金〉

6大生活習慣病により入院されたとき
〈6大生活習慣病入院一時金〉

がん治療を直接の目的とした先進医療に
よる療養を受けたとき
〈ガン先進医療一時金〉

毎月　7,500円（税込）※前年分の資料を2月以降に提出したものについては月額8,000円
記帳代行先：21,000円（税込）　／　記帳代行先以外：25,000円（税込）

記帳代行先：11,000円（税込）　／　記帳代行先以外：22,000円（税込）

記帳代行先：　5,500円（税込）　／　記帳代行先以外：11,000円（税込）

1冊　400円（税込）

令和元年1月1日

会 議 所 ニ ュ ー ス （4）令和５年（2023年）6月26日（月曜日）第412号



おおいた
中小企業支援ポータル

補助金や融資制度、支援施策など
皆さんに役立つ情報をより分かり
やすく、より探しやすい形で提供して
います。是非ご活用ください。

仕
事
と
主
体
的
に
向
き
合
う  

中
国
の
禅
僧
・
臨
済（
り
ん
ざ
い
）は

「
随
処（
ず
い
し
ょ
）に
主（
し
ゅ
）と
な
れ

ば
立
処（
り
つ
し
ょ
）み
な
真（
し
ん
）な

り
」と
い
う
言
葉
を
残
し
て
い
ま
す
。

ど
の
よ
う
な
と
こ
ろ
で
も
や
る
気
に

な
っ
て
主
体
的
に
取
り
組
め
ば
、自

分
自
身
の
立
っ
て
い
る
と
こ
ろ
に
真

理
が
微
笑（
ほ
ほ
え
）む
と
い
う
教
え

で
す
。

私
た
ち
が
仕
事
と
向
き
合
う
と
き
、

自
分
自
身
が「
随
処
に
主
」と
な
ら
な

け
れ
ば
、「
生
き
が
い
」や「
や
り
が
い
」

が
生
ま
れ
る
こ
と
は
な
い
で
し
ょ
う
。

雑
用
と
思
っ
て
仕
事
を
す
れ
ば
、そ
の

仕
事
は
雑
用
に
な
り
ま
す
。心
を
込
め

て
取
り
組
め
ば
、そ
れ
は
雑
用
で
は
な

く
な
り
ま
す
。

誰
も
が「
夢
に
描
い
た
と
お
り
の
仕

事
」に
就
け
る
わ
け
で
は
な
い
か
も
し

れ
ま
せ
ん
。ま
た
、時
に
は
気
の
進
ま

な
い
仕
事
を
与
え
ら
れ
る
こ
と
も
あ

る
で
し
ょ
う
。そ
れ
で
も
、自
分
自
身

の
仕
事
と
の
向
き
合
い
方
を
考
え
直

す
と
、必
ず
そ
こ
に「
他
人
や
社
会
の

た
め
に
役
立
つ
」と
い
う
道
が
見
い
だ

せ
る
の
で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。

道徳で人と社会を幸せに

『
ニ
ュ
ー
モ
ラ
ル
の
心
を
育
て
る
言
葉
３
６
６
日
』

健
康
経
営
と
は

　

健
康
経
営
と
は
、
従
業

員
等
の
健
康
管
理
や
健
康

増
進
の
取
り
組
み
を
「
投

資
」
と
捉
え
、
経
営
的
な

視
点
で
考
え
て
、
戦
略
的

に
実
行
す
る
新
た
な
経
営

手
法
で
す
。

　

こ
れ
ま
で
、
従
業
員
の

健
康
管
理
は
自
己
責
任
、

あ
る
い
は
企
業
に
と
っ
て
コ

ス
ト
と
し
て
考
え
ら
れ
て

き
ま
し
た
が
、
今
後
も
続

く
で
あ
ろ
う
深
刻
な
「
人

手
不
足
問
題
」
な
ど
を
背

景
に
、「
健
康
経
営
」
に
注

目
す
る
経
営
者
が
増
え
て

い
ま
す
。

　

従
業
員
の
健
康
づ
く
り

を
「
投
資
」
と
す
る
に
は
、

相
応
の
「
リ
タ
ー
ン
」
が

期
待
さ
れ
る
か
ら
で
す
。

先
進
的
に
健
康
経
営
に
取

　

国
内
輸
送
の
92
％
を
担
う

ト
ラ
ッ
ク
輸
送
は
、
今
般
の

燃
料
価
格
上
昇
に
よ
っ
て
、

最
大
の
危
機
を
迎
え
て
い
ま

す
。
も
し
、
ト
ラ
ッ
ク
が
止

ま
っ
て
し
ま
う
と
、
私
た
ち

の
暮
ら
し
や
事
業
に
大
き
な

支
障
を
き
た
し
て
し
ま
い
ま

す
。
燃
料
価
格
の
上
昇
分
に

つ
い
て
は
、「
標
準
的
な
運

賃
」
の
設
定
や
「
燃
料
サ
ー

チ
ャ
ー
ジ
」
の
導
入
等
に
よ

っ
て
適
正
な
運
賃
収
受
に
つ

な
げ
、
ト
ラ
ッ
ク
事
業
者
の

み
が
そ
の
負
担
を
抱
え
な
い

こ
と
が
必
要
で
す
。

　

燃
料
価
格
上
昇
は
、
適

正
な
運
賃
収
受
の
重
要
性
に

つ
い
て
認
識
を
新
た
に
す
る

も
の
で
あ
り
ま
す
が
、
そ
も

そ
も
「
標
準
的
な
運
賃
」
に

お
い
て
積
算
さ
れ
る
、
人
件

費
、
車
両
更
新
に
要
す
る
費

用
、
事
業
運
営
や
物
流
効
率

化
に
必
要
と
な
る
設
備
導
入

に
要
す
る
経
費
な
ど
を
含

め
、
適
正
な
運
賃
を
収
受
す

る
こ
と
が
物
流
の
持
続
可
能

性
を
確
保
す
る
上
で
重
要
で

す
。

　

荷
主
（
運
送
委
託
者
）

と
ト
ラ
ッ
ク
事
業
者
が
協
議

の
上
、
適
正
な
運
賃
に
よ
る

運
送
計
画
の
締
結
を
行
う
こ

と
は
取
引
環
境
の
適
正
化
の

た
め
に
不
可
欠
で
あ
る
こ
と

を
踏
ま
え
、
燃
料
費
の
上
昇

分
を
反
映
し
た
適
正
な
運

賃
・
料
金
へ
の
見
直
し
に
つ

い
て
ご
理
解
の
ほ
ど
、
お
願

い
い
た
し
ま
す
。

　

な
お
、
ト
ラ
ッ
ク
事
業
者

か
ら
燃
料
費
の
上
昇
分
を
運

賃
・
料
金
に
反
映
す
る
こ
と

を
求
め
ら
れ
た
に
も
か
か
わ

ら
ず
、
運
賃
・
料
金
を
不
当

に
据
え
置
く
こ
と
は
、
私
的

独
占
の
禁
止
及
び
公
正
取
引

の
確
保
に
関
す
る
法
律
に
抵

触
す
る
お
そ
れ
が
あ
る
と
と

も
に
、
貨
物
自
動
車
運
送
事

業
法
に
基
づ
き
、
荷
主
へ
の

働
き
か
け
、
要
請
、
勧
告
・

公
表
等
の
対
象
と
な
り
ま
す

　

本
内
容
に
関
し
て
、
国
土

交
通
省
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
の「
令

和
３
年
（
２
０
２
１
年
）
の

燃
料
価
格
の
上
昇
に
対
す
る

対
応
に
つ
い
て
」
も
ご
確
認

く
だ
さ
い

り
組
む
企
業
か
ら
は
、「
生

産
性
向
上
」「
業
績
向
上
」

「
従
業
員
の
活
力
向
上
」「
組

織
の
活
性
化
」「
企
業
価
値

向
上
」「
採
用
時
の
応
募
数

増
加
」
な
ど
を
実
感
し
て

い
る
と
い
っ
た
声
も
寄
せ
ら

れ
て
い
ま
す
。

　

ま
た
、
労
務
管
理
・
労

働
安
全
対
策
の
視
点
か
ら

の
「
法
令
遵
守
」「
リ
ス
ク

マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
」
の
手
法
と

し
て
も
注
目
さ
れ
て
い
ま

す
。

　

こ
の
よ
う
に
、
健
康
経

営
は
、
企
業
が
経
営
理
念

に
基
づ
い
て
、
従
業
員
等
の

健
康
保
持
・
増
進
に
積
極

的
に
取
り
組
む
こ
と
に
よ

り
、
従
業
員
の
活
力
向
上

や
生
産
性
の
向
上
な
ど
組

織
の
活
性
化
を
も
た
ら
し
、

ひ
い
て
は
業
績
の
向
上
や

企
業
の
イ
メ
ー
ジ
向
上
、

採
用
増
加
へ
繋
げ
て
い
く
取

り
組
み
で
す
。

健
康
経
営

優
良
法
人
認
定
制
度

　

政
府
と
し
て
も
、「
日
本

再
興
戦
略
」
の
中
で
、
国

民
の
健
康
増
進
を
図
る
国

策
の
一
つ
と
し
て
「
健
康
経

営
」
の
普
及
・
推
進
が
掲

げ
ら
れ
、
現
在
も
様
々
な

施
策
が
実
施
さ
れ
て
い
ま

す
。

　

そ
の
一
つ
が
健
康
経
営
優

良
法
人
認
定
制
度
で
す
。

健
康
経
営
優
良
法
人
認
定

制
度
と
は
、
地
域
の
健
康

課
題
に
即
し
た
取
組
や
日

本
健
康
会
議
が
進
め
る
健

康
増
進
の
取
組
を
も
と
に
、

特
に
優
良
な
健
康
経
営
を

実
践
し
て
い
る
大
企
業
や

中
小
企
業
等
の
法
人
を
顕

彰
す
る
制
度
で
す
。

　

健
康
経
営
に
取
り
組
む

優
良
な
法
人
を
「
見
え
る

化
」
す
る
こ
と
で
、
従
業

員
や
求
職
者
、
関
係
企
業

や
金
融
機
関
な
ど
か
ら
「
従

業
員
の
健
康
管
理
を
経
営

的
な
視
点
で
考
え
、
戦
略

的
に
取
り
組
ん
で
い
る
法

人
」
と
し
て
社
会
的
に
評

価
を
受
け
る
こ
と
が
で
き

る
環
境
を
整
備
す
る
こ
と

を
目
標
と
し
て
い
ま
す
。

　

中
津
商
工
会
議
所
と
し

ま
し
て
も
、
事
業
者
の
皆

さ
ま
の
健
康
経
営
優
良
法

人
認
定
に
向
け
て
し
っ
か
り

と
サ
ポ
ー
ト
し
て
参
り
ま

す
。

本
件
担
当
：
中
津
商
工
会

議
所
・
総
務
課

　

詳
し
く
は
、
経
済
産
業

省
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
を
ご
覧
く

だ
さ
い
。

　
「
な
に
も
症
状
が
な
い
か

ら
気
に
し
な
い
」、「
治
療

を
受
け
て
く
だ
さ
い
と
言

わ
れ
た
け
ど
受
け
て
な

い
」、「
保
険
指
導
の
通
知

が
届
い
た
け
ど
、
忙
し
く

て…

」
な
ど
、
生
活
を
見

直
す
チ
ャ
ン
ス
を
見
逃
し

て
い
ま
せ
ん
か
？
健
診
の
結

果
は
あ
な
た
の
身
体
か
ら

の
メ
ッ
セ
ー
ジ
で
す
。
早
く

か
ら
生
活
習
慣
を
見
直
し
、

食
事
、
運
動
、
睡
眠
の
改

善
な
ど
に
取
り
組
む
こ
と

で
、
生
活
習
慣
病
の
重
症

化
を
予
防
す
る
こ
と
が
で

き
ま
す
。

中
津
市
医
師
会
総
合
健
診

セ
ン
タ
ー

℡
０
９
７
９-

23-

６
５
４
０

＊
予
約
制
で
す
。
検
査
は

ほ
と
ん
ど
午
前
中
で
終
了

し
ま
す
。
ご
希
望
の
日
に

実
施
で
き
ま
す
よ
う
、
な

る
べ
く
お
早
目
に
ご
予
約

を
お
願
い
致
し
ま
す
。

大
分
県
北
部
勤
労
者
福
祉

サ
ー
ビ
ス
セ
ン
タ
ー
に
加

入
し
ま
せ
ん
か

　

一
般
財
団
法
人
大
分
県

北
部
勤
労
者
福
祉
サ
ー
ビ

ス
セ
ン
タ
ー
は
、
中
小
企

業
に
勤
務
す
る
従
業
員
及

び
事
業
者
の
皆
さ
ん
が
豊

か
で
充
実
し
た
生
活
を
送

る
こ
と
が
で
き
る
よ
う
に
、

福
利
厚
生
の
向
上
を
図
る

目
的
で
平
成
７
年
４
月
に

設
立
さ
れ
ま
し
た
。

　

現
在
は
、
中
津
市
・
宇

佐
市
・
豊
後
高
田
市
の
大

分
県
北
地
域
に
加
え
、
豊

前
市
・
築
上
町
・
上
毛

町
・
吉
富
町
の
福
岡
県
京

築
地
域
の
自
治
体
及
び
商

工
団
体
の
支
援
に
よ
り
、

さ
ら
に
魅
力
あ
る
福
利
厚

生
事
業
を
企
画
・
実
施
し

て
い
ま
す
。
ま
た
、
一
般
社

団
法
人
全
国
中
小
企
業
勤

労
者
福
祉
サ
ー
ビ
ス
セ
ン

タ
ー
や
九
州
沖
縄
地
区
中

小
企
業
勤
労
者
福
祉
共
済

団
体
協
議
会
（K

-net

）
に

加
盟
し
て
お
り
、
県
内
だ

け
で
な
く
、
全
国
の
テ
ー

マ
パ
ー
ク
や
レ
ジ
ャ
ー
施
設

な
ど
の
提
携
施
設
が
会
員

料
金
で
格
安
に
利
用
可
能

で
す
。

〈
主
な
事
業
〉

・
健
康
診
断
、
人
間
ド
ッ

ク
の
受
診
料
金
の
一
部
助

成・
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
予
防
接

種
費
用
の
一
部
助
成

・
趣
味
や
教
養
、
習
い
ご
と

な
ど
、
各
種
講
座
の
受
講

料
の
一
部
助
成

・
会
員
に
お
祝
い
ご
と
や
お

見
舞
い
ご
と
が
あ
っ
た
と
き

に
、
給
付
金
を
支
給

・
宿
泊
費
や
催
事
チ
ケ
ッ

ト
、
映
画
鑑
賞
の
助
成

・
会
員
や
家
族
が
参
加
で

き
る
よ
う
な
季
節
に
合
わ

せ
た
楽
し
い
イ
ベ
ン
ト
を
企

画…

等

　

他
に
も
多
く
の
事
業
が

ご
ざ
い
ま
す
。
詳
し
く
は
（
一

財
）
大
分
県
北
部
勤
労
者

福
祉
サ
ー
ビ
ス
セ
ン
タ
ー

事
務
局
（
℡
０
９
７
９-

23-

７
１
２
１
）
ま
で
お
問
合
せ

く
だ
さ
い
。

（左4人目から順に）
前田良猛副市長、柳友彦産業経済部長、
德永昌豊商業・ブランド推進課長

〈
６
月
５
日
㈪
〉

　

中
津
市
・
前
田
良
猛
副
市
長
が

中
津
市
政
に
関
す
る
要
望
書
の
回

答
に
来
所
さ
れ
ま
し
た
。

（左2人目から順に）
下ノ村宏昭常務取締役、

植木克彦執行役員中津支店長

〈
５
月
26
日
㈮
〉

　

㈱
大
分
銀
行
・
下
ノ
村
宏
昭
常

務
取
締
役
が
ご
挨
拶
に
来
所
さ
れ

ま
し
た
。

（左3人目）岩尾誠二局長、
（左1人目）鈴木聡美地方創生部長、

（右2人目）深邉洋志地域創生部課長補佐（統括）

〈
５
月
18
日
㈭
〉

　

大
分
県
北
部
振
興
局
・
岩
尾
誠

二
局
長
が
新
任
の
ご
挨
拶
に
来
所

さ
れ
ま
し
た
。

（左3人目から順に）
相良卓紀議長、松葉民雄副議長、

（右1人目）神礼次郎市議会事務局長

〈
５
月
16
日
㈫
〉

　

中
津
市
議
会
・
相
良
卓
紀
議
長

が
就
任
の
ご
挨
拶
に
来
所
さ
れ
ま

し
た
。

（左2人目から順に）赤松正敏取締役、
大木誠二広報・渉外Gr主担当員（課長）

（前列中央）佐藤樹一郎大分県知事
〈
５
月
８
日
㈪
〉

　

ダ
イ
ハ
ツ
九
州
㈱
・
赤
松
正
敏

取
締
役
が
決
算
報
告
に
来
所
さ
れ

ま
し
た
。

〈
４
月
18
日
㈫
〉

　

佐
藤
樹
一
郎
大
分
県
知
事
が
当

選
の
お
礼
に
来
所
さ
れ
ま
し
た
。

（左3人目）
古口宣久教育長

〈
４
月
６
日
㈭
〉

　

中
津
市
教
育
委
員
会
・
古
口
宣

久
教
育
長
が
就
任
の
ご
挨
拶
に
来

所
さ
れ
ま
し
た
。

そ

よ
う
こ

中
津
商
工
会
議
所
へ

ト
ラ
ッ
ク
輸
送
の『
標
準
的
な
運
賃
』と

『
燃
料
サ
ー
チ
ャ
ー
ジ
』に
つ
い
て

中
津
商
工
会
議
所
は

健
康
経
営
を
推
進
し
て
い
ま
す
！

社
会・サ
ー
ビ
ス
部
会
／
委
員
会
か
ら
の
お
知
ら
せ

健
康
診
断
を
受
け
ま
し
ょ
う

国
土
交
通
省

議 員 変 更
事
業
所
名

大
分
県
信
用
組
合
中
津
支
店

令
和
５
年
４
月
10
日
付

支
店
長

中
津
ブ
ロ
ッ
ク
長

麻
生　

康
弘

（
旧
）　　

山
口　

和
成

事
業
所
名

㈱
サ
ン
リ
ブ　

中
津
店

令
和
５
年
２
月
21
日
付

店
長　
　

足
立　

誠
二

（
旧
）　　
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国土交通省
ホームページ

　消防団員の皆さんは、日頃の消火活動だけでなく、地震や風
水害といった大規模災害発生時の救助、警戒巡視、避難誘導、
災害防御など様々な現場で活躍しています。
　大分県では、それぞれ仕事を持ちながら、地域防災の要とし
て一生懸命活動している消防団員を応援し、地域防災力の充実
強化を図るため、割引きサービス等で消防団員を優遇する「お
おいた消防団応援の店」の登録を進めています。
　現在は県内の４７６店舗に「おおいた消防団応援の店」の登
録をしていただいています。

大切な人、大切なまちを守る、消防団を地域ぐるみで応援しましょう！
　以下のホームページから「おおいた消防団応援の店」の登録方法ついて確認できますので、
ぜひ登録をお願いします。
　なお、登録していただきましたお店や事業所につきましては、以下のホームページにおいて、
お店等の概要やサービス内容等をご紹介させていただきます。

【お問い合わせ先】
大分県生活環境部防災局消防保安室消防班

Tel:097-506-3158（直通）
Fax:097-533-0930
E-mail:a13560@pref.oita.lg.jp
URL:https://www.pref.oita.jp/soshiki/13560/oitaouenn.html

おおいた消防団応援の店

経済産業省
ホームページ
健康経営の推進

中
津
商
工
会
議
所

か
ら
の
お
知
ら
せ

中
津
商
工
会
館
専
用

駐
車
場
の
一
部
使
用

中
止
に
つ
い
て

　

６
月
中
旬
〜
９
月
末
ま

で
の
期
間
、
中
津
商
工
会

館
改
修
工
事
と
エ
レ
ベ
ー

タ
ー
増
設
工
事
を
実
施
し

ま
す
。
そ
れ
に
伴
い
、
会

館
東
側
駐
車
場
の
一
部
が

使
用
で
き
ま
せ
ん
。

　

何
卒
、
ご
理
解
と
ご
協

力
を
よ
ろ
し
く
お
願
い
申

し
上
げ
ま
す
。

若草保育園南整形外科
クリニック
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進入可能進入可能
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